
第８回ＹＭＫ会講演会・懇親会ご案内           

                                                      ２０１７年８月吉日 
                           SSIS文化活動委員会 

 

 このところ１ケ月以上も猛暑が続いていますが、皆さまにおかれては、益々のご健勝の 

こととお慶び申し上げます。 

第８回ＹＭＫ会 講演会・懇親会を下記のようにご案内申し上げます。 

講師の藤井氏は、東芝（国際事業部、半導体事業本部、半導体営業統括部）の本社畑で 

主として、市場調査やマーケティングの分野でご活躍されました。また、WSTS日本協議会、

EIAJ半導体調査統計委員会等の業界活動においてもリーダーシップを発揮されました。 

現在、母校の慶應義塾大学では、国際政治経済の分野における学術研究団体の事務局長・ 

幹事長を務めておいでです。また、趣味については、学生時代は、切手収集・昆虫採集・ 

絵画鑑賞、近年は、とりわけ古代から近代にかけての歴史全般、戦史・日本海軍連合艦隊に

関する分析と研究、レトロ昭和史についての情報収集、古生代・中生代の古代生物の研究 

等とのことであり、実に多岐にわたっています。 

 今回は、前回の「古代日本の深層“邪馬台国と卑弥呼の謎、そして聖徳太子の実像に迫る”」

に引き続いて、中世における英雄、源義経をモチーフとした歴史シリーズ第２弾のご講演と

なります。 

 

出欠の回答期限：２０１７年９月２４日(日)、 出欠宛先；bunka@ssis.or.jp 

 

              ― 記 ― 

Ⅰ．講演会 

 

■開催日時  ２０１７年１０月６日（金） 

講演 午後４時１０分～午後６時 

■開催場所 「かながわ県民センター」3F 306会議室 JR横浜駅西口北出口から徒歩 5分 

横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2 電話 045－312－1121 

       http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f5681/p16362.html 

 

■講演者   藤井嘉徳氏 （ＳＳＩＳ会員 歴史館委員会、編集委員会、文化活動委員会） 

■演題   「武士の黎明期、波乱万丈の源義経の生涯  

          ～ 栄光と悲劇の英雄、その実像と伝説 ～」 

■講演内容 

武士が台頭してきた平安後期から鎌倉時代初期に、疾風のごとく駆け抜け歴史のかなた

に消えていった栄光と悲劇の英雄、源義経の波乱万丈の３１才の生涯を追い、その実像に

迫る。平家が滅亡に至った要因や、軍略の天才、義経の連戦・連勝のパターンも分析し紹

介する。頼朝との修復しえなかった亀裂の背景についても、その鍵をにぎった後白河上皇
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や梶原景時等の動向も織り交ぜながら描写する。 

また義経の母の常盤御前、側室の静御前や義仲の愛人で武将の巴御前らの歴史を彩った

女性陣も記述。また、後年創作されたと思われる虚像の記述についても、その時代背景や

日本の心の風景の観点からも取り上げる。 

義経の最終章は、平泉の「衣川の戦い」にて自害と伝わってはいるが、歴史的文献を様々

な観点から分析を加えてみると、「判官ひいき」という視点を差し引いても不可解な点が

残り、講演者は衣川では義経は亡くなってはいないのではなかろうかと結論づける。その

あたりもズームアップして紹介する。また、これに関連するが東北・北海道地方の各地に

今なお残る義経の北行伝説についての足跡も辿ってみたい。 

 

■講演会資料のレイアウト 

Ⅰ. 源義経の系譜  

Ⅱ. 義経に関する中世・近世の文献 

     Ⅲ. 武士団の出現と２大勢力、源氏と平氏の台頭 

     Ⅳ. 第３勢力、奥州藤原氏の誕生 

     Ⅴ． 平安後期、政治体制の変動 摂関政治から院政へ 

Ⅵ． 平家の興隆   その光と影 

     ・清盛の権勢と、対抗勢力の浮上 

     Ⅶ.  源氏の挙兵  

・頼朝の挙兵と義経との涙の対面  ・木曽義仲の旗揚げと巴御前の献身 

   Ⅷ. 源平合戦、義経の破竹の快進撃と平氏の滅亡 

        ・「三草山の合戦」、「一の谷の戦い」、「屋島の戦い」、「壇ノ浦の戦い」等 

        ・平氏滅亡についての諸要因  ・義経の必勝の戦法 

     Ⅸ. 頼朝と義経の同床異夢と義経包囲網の強化 

      Ｘ．鎌倉幕府の成立と静御前の舞 

Ⅺ. 義経主従の苦難の逃避行と奥州平泉での最後の義戦  

      Ⅻ. 義経北方伝説   

        ・「大日本史」の着眼点と鎌倉幕府正史の「吾妻鏡」の不可解な記録 

        ・東北・北海道地方に残る義経の訪れの伝説   

Ⅲ．懇親会： 

・日時；２０１７年１０月６日（金） 午後 6時～8時 （8時半に閉会） 

・会費；4,000円程度 

・場所；『咲くら横浜店』(電話 050－5815－7176 )  

        横浜市神奈川区鶴屋町 2－17－1（相鉄岩崎学園ビル B1） 

       (かながわ県民センターから徒歩 2 分、横浜駅西口北出口への  



          途中の岩崎学園ビルの B1) http://r.gnavi.co.jp/g068263/ 

 

島 亨 toru.shima@ezweb.ne.jp    携帯 090-8774-9487 
日高義朝 yh24217957@shi-g.com   携帯 090-9343-8084  

  以上 
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